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Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
に
向
け
た
米
国
と
の
協
議
に
お
け
る
自
動
車
分
野
の
取
扱
い
に
関
す
る
質
問
主
意
書

私
が
平
成
二
十
四
年
六
月
十
九
日
付
け
で
提
出
し
た
質
問
第
三
〇
三
号
に
対
し
、
六
月
二
十
九
日
付
け
内
閣
衆
質
一
八
〇
第

三
〇
三
号
で
野
田
内
閣
か
ら
答
弁
が
あ
り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
に
向
け
た
米
国
と
の
協
議
に
お
い
て
「
米
国
の
主
要
関
心
事
項

が
自
動
車
、
保
険
、
牛
肉
」
で
あ
り
、
「
自
動
車
に
関
し
て
は
、
米
国
側
か
ら
、
同
国
の
関
係
業
界
や
議
会
等
の
意
見
・
要
望

等
を
踏
ま
え
、
い
ろ
い
ろ
な
考
え
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
」
旨
、
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
関
心
事
項
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
に

は
「
透
明
性
、
流
通
、
技
術
基
準
、
認
証
手
続
き
、
新
／
グ
リ
ー
ン
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
及
び
税
」
の
六
項
目
で
あ
る
こ
と
も
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
自
動
車
に
関
し
、
米
国
側
か
ら
「
個
別
具
体
的
な
要
求
事
項
」
は
無
い
旨
、
平
成
二
十
四
年
六

月
二
十
日
の
衆
議
院
経
済
産
業
委
員
会
で
も
枝
野
経
済
産
業
大
臣
が
答
弁
で
確
認
し
て
い
る
。
し
か
る
に
、
平
成
二
十
四
年
七

月
六
日
付
け
の
報
道
に
よ
れ
ば
、
「
内
閣
府
の
大
串
博
志
政
務
官
は
五
日
、
米
政
府
が
参
加
条
件
と
し
て
自
動
車
分
野
で
六
項

目
の
譲
歩
を
求
め
て
い
る
こ
と
を
認
め
た
」
と
の
こ
と
で
あ
り
、
従
来
の
「
米
国
側
の
関
心
事
項
」
と
の
説
明
を
「
撤
回
」
し

た
と
し
て
い
る
。
つ
い
て
は
、
以
前
か
ら
繰
り
返
し
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
我
が
国
に
お
い
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
交
渉
参
加
の
検

討
は
慎
重
に
進
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
国
民
へ
の
可
能
な
限
り
詳
し
い
情
報
提
供
が
欠
か
せ
な
い
と
の
立
場
か
ら
、
本
件
に

関
し
、
以
下
十
三
項
目
に
わ
た
り
質
問
す
る
。

一



一

「
米
政
府
が
参
加
条
件
と
し
て
自
動
車
分
野
で
六
項
目
の
譲
歩
を
求
め
て
い
る
こ
と
」
は
事
実
か
、
確
認
す
る
。

二

一
が
事
実
と
す
れ
ば
、
六
項
目
と
は
、
「
透
明
性
、
流
通
、
技
術
基
準
、
認
証
手
続
き
、
新
／
グ
リ
ー
ン
・
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
及
び
税
」
を
指
す
の
か
、
確
認
す
る
。

三

一
が
事
実
で
な
い
と
す
れ
ば
、
内
閣
と
し
て
当
該
報
道
を
否
定
す
る
広
報
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

四

こ
の
報
道
に
よ
れ
ば
、
大
串
政
務
官
は
、
「
自
動
車
分
野
で
前
進
で
き
る
と
議
会
に
伝
え
る
材
料
を
、
米
政
府
は
求
め
て

い
る
」
と
述
べ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
事
実
か
、
確
認
す
る
。

五

四
が
事
実
と
す
れ
ば
、
米
国
政
府
が
求
め
る
「
材
料
」
は
、
二
の
六
項
目
の
分
野
に
係
る
も
の
で
あ
る
の
か
、
確
認
す

る
。

六

四
が
事
実
と
す
れ
ば
、
国
家
戦
略
室
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
そ
の
旨
国
民
に
情
報
提
供
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
内
閣
の
見

解
を
伺
う
。

七

四
が
事
実
と
す
れ
ば
、
平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
日
の
衆
議
院
経
済
産
業
委
員
会
に
お
け
る
枝
野
経
済
産
業
大
臣
の
答
弁

及
び
六
月
二
十
九
日
付
け
内
閣
衆
質
一
八
〇
第
三
〇
三
号
に
お
け
る
野
田
内
閣
の
答
弁
と
は
異
な
る
状
況
と
な
っ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
が
、
内
閣
の
見
解
を
伺
う
。

二



八

従
来
の
答
弁
に
よ
る
説
明
と
は
異
な
る
状
況
と
な
っ
た
と
す
れ
ば
、
六
月
二
十
九
日
か
ら
七
月
五
日
ま
で
の
間
に
、
日
米

両
国
政
府
間
で
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
動
き
が
あ
っ
た
の
か
、
伺
う
。

九

従
来
の
答
弁
に
よ
る
説
明
と
は
異
な
る
状
況
で
は
な
い
と
す
れ
ば
、
「
自
動
車
分
野
で
前
進
で
き
る
と
議
会
に
伝
え
る
材

料
を
、
米
政
府
は
求
め
て
い
る
」
と
い
う
情
報
は
、
内
閣
と
し
て
い
つ
把
握
し
た
の
か
、
伺
う
。

十

四
が
事
実
と
す
れ
ば
、
国
家
戦
略
室
と
外
務
省
、
経
済
産
業
省
及
び
国
土
交
通
省
の
自
動
車
関
係
部
局
と
の
間
で
情
報
は

詳
細
に
共
有
さ
れ
て
い
る
の
か
、
確
認
す
る
。

十
一

自
動
車
に
係
る
行
政
を
所
管
す
る
経
済
産
業
省
及
び
国
土
交
通
省
に
お
い
て
、
「
自
動
車
分
野
で
前
進
で
き
る
と
議
会

に
伝
え
る
材
料
」
と
な
り
得
る
取
り
組
み
を
新
た
に
行
う
こ
と
は
、
極
め
て
困
難
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
両
省
の
見
解

を
伺
う
。

十
二

米
国
側
の
『
関
心
事
項
』
、
双
方
の
『
ア
イ
デ
ア
交
換
』
が
、
米
国
側
の
行
政
手
続
き
や
判
断
に
よ
っ
て
、
『
条
件
』

に
な
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
外
交
上
リ
ス
ク
管
理
は
本
来
業
務
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、

政
府
側
の
説
明
用
語
で
あ
る
『
関
心
事
項
』
、
『
ア
イ
デ
ア
交
換
』
と
『
条
件
』
に
対
す
る
内
閣
の
定
義
及
び
見
解
を
伺

う
。

三



十
三

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
交
渉
参
加
の
検
討
は
、
「
米
国
政
府
か
ら
個
別
具
体
的
な
要
求
」
が
あ
っ
て
初
め
て
前
進
す
る
と
す
れ
ば
、

自
動
車
分
野
で
の
業
界
団
体
等
国
内
関
係
者
へ
の
丁
寧
な
情
報
提
供
と
真
摯
な
話
し
合
い
が
欠
か
せ
な
い
も
の
と
思
料
す
る

が
、
今
後
の
内
閣
の
取
り
組
み
方
針
を
伺
う
。

右
質
問
す
る
。

四


